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令和２年度第１回育親中学校ブロック協議会 議事録要旨    
 
■日時 
令和２年１０月１２日（月）午後７：３０～午後８：５５ 
 

■会場 
本梅小学校  体育館 
 

■議事 
１ 開会 
 
２ 育親中学校ブロックにおける学校規模適正化基本方針と現状について 

  
３ 意見交換 
 
４ 閉会 

 
■意見交換等発言内容 

 
座長 
（教育総務課長） 

 
 
 
 
 
 
座長 

 
 
委員 
 

 
 
 
 
 
 
事務局 

 

 
次第の２「育親中学校ブロックにおける学校規模適正化基本方針と現状につい

て」事務局から説明いただきたい。 
 
＜事務局説明＞ 

① 亀岡市学校規模適正化基本方針について  
② 育親中学校ブロックの児童生徒数について 
③ 方針に基づく小中一貫教育制度について 

 
事務局から「育親中学校ブロックにおける学校規模適正化基本方針と現状につ

いて」説明があった。何か質問・意見があればお願いしたい。 
 
統合はできるだけしてほしくはない。ただし、児童生徒数の減少や複式学級に

なっている現状から、子どもたちに影響があるのは理解できるし、統合せざる

を得ないだろう。 
町全体の意向ではないが、地域の代表として義務教育学校のような魅力ある学

校を作ることで、地域に根付く人が増えればいいと思う。しかし、亀岡市に転

入する多くの人が高齢の方というデータもあるので子どもが増えていくのは難

しいと感じる。 
 
市としても移住促進を行っているが、資料にあるとおり児童生徒数の増加は望

みにくいと思う。今後も人口増における取組は続けながら、今学校に通ってい
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委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 

 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
事務局 
 

 
 
 
 
 

る子どもたちの学ぶ環境をどのように改善していくかを考えている。 
 
義務教育学校と小中一貫校のイメージは理解できた。例えば義務教育学校にす

るのならば、亀岡川東学園のようなものか。また、小中一貫校なら３つの学校

が１つになって１中１小になるのか。 
町として子どもの数が減っているのは大きな課題。空き家バンクを利用して５

件中４戸入った。また、Ｕターンで就学前の子どもがいる家庭もあった。また、

京都府内公立で初の自然保育を掲げた取組を実施したり、市としても人数を増

やそうとしている。ただし、それでも今後の児童生徒数の推移をみると、厳し

い状況にはある。特認校制度を西部３小学校に導入することも検討してほしい。

最優先するのは子どもたちの教育環境なので、保護者の意見を丁寧に聞いてほ

しい。 
 
亀岡川東学園については、高田中学校も川東小学校も築年数が経っていた。小

中一貫校から義務教育学校として設置された。仮に育親中学校ブロックで義務

教育学校をする場合、９学年が入る教室が必要になってくる。また、支援教室

や給食配膳室、プール等の課題も出てくる。新たな場所に建設するにも用地の

問題もある。 
特認校制度については、既存学校の効果等の検証をして今後どのようにしてい

くのか検討していく。 
 
３点ある。１点目、基本方針の選択肢を挙げているが、その選択肢の中で今後

適正化を進めていくのか。これからのブロック協議会で他の選択肢も検討して

いくことになるのか。 
２点目、今後、学校の在り方そのものが変化すると考えている。リモート学習

なども進んできているので、学習面においては学校がなくともそれほど影響は

ないと思う。しかし、集団活動は重要であるので今後どのような学習環境で進

めていくのか。 
３点目、畑野町の状況をどうするのかを考えてはいるが、畑野小学校を母校と

する町民はかなり少なく、町民に小学校の問題を投げかけても反応は薄いと思

う。今後、説明会を開催するうえで、進め方は重要だ。現状のままという案は

ないということでよいか。 
 
１点目について、選択肢は出ているが、当時義務教育学校がなかったこともあ

り、今回制度として確立しているので提示した。そのことも踏まえると、基本

方針を基にブロック協議会で説明等をしていければと思う。 
学び方について、学校と家庭を結んで学習する時代が来ていることも認識はし

ているし、亀岡市でも少しづつ進めている。一方で、集団で学習することも重

要。今後デジタル的な教育とアナログ的な教育のバランスをとっていくことを

考えながら教育環境を整備していくことが重要と考えている。 
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また、一部の学校では複式学級ができていることや他の学校も複式学級が出て

くる可能性があるので、早い段階でより良い学習環境を作ることが重要だと考

える。ただし、どれくらいの期間が必要になるのかは地域住民の意見を聞きな

がら進めていきたい。 
 
ＰＴＡ総意の意見ではなく、一個人の意見になるが、学業は大事だと思う。た

だし、それ以上に精神面の成長が大事だと思う。人数が少ない学校からいきな

り大規模の中・高に通うことになれば、ふさぎこんでしまう可能性がある。そ

れを考慮すると、今よりも人数が多い学校で集団生活を送ってほしいと思う。 
 
一人の親として意見すると、その時に応じたことを学んでほしいと思う。例え

ば、体育などの授業では複式学級だと団体競技ができない。亀岡市内の適正規

模の学校の児童生徒と比べると、いろんな経験ができないと思う。学習自体も

このような状況で大変なのに、二つの学級を１人の先生が見るのは負担が大き

いし、個人的に１人の先生に１つの学級を見てほしいと思う。 
 
今後の進め方として、まずは小学校区ごとに説明会を実施していきたいと思い

ます。本日のところは、会議を閉じさせていただく。 

 


